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 核融合プラズマにおけるプラズマ乱流による熱輸送の研究のためには、イオン及び電子

の温度揺動の観測とその揺動が駆動する熱流束の実験での評価が必要である。しかし、こ

れまでイオン温度揺動や揺動駆動熱流束の観測に関する報告はほとんどされていない。近

年、基礎プラズマにおいて条件付きサンプリング法を用いることで電位揺動に同期したイ

オン/電子温度揺動振幅の評価法が開発されている[1,2]。この手法では、電位揺動を振幅に

より条件付けし、各々の振幅に対応するイオン/電子温度の変動を抽出する事で電位揺動と

同位相の温度揺動が評価できた。しかし、温度揺動と電位揺動間に位相差がある場合、異

なる位相の揺動の混入により、揺動振幅の評価が困難となることが明らかとなった。温度

揺動と電位揺動間における位相差は揺動駆動流束の評価において必須であり、電位揺動と

の位相差も含む新たな評価法が強く求められている。本研究では、乱流プラズマ実験装置

PANTAにおいて、電位揺動に現われる準周期的パターン(テンプレート)を検出する手法を

確立した。このテンプレート波形との相互相関を用いる事で、乱雑な成分を捨象し観測対

象の揺動の位相を正確に検出することができる。本手法をプローブ計測結果に適用し、電

位揺動の位相を基準とした温度揺動の時空間パターンを抽出し、温度揺動の振幅に加え、

電位揺動との位相差を評価した。 
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